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「議会による行政評価」ステップ 1 

 

期日：令和７年７月 22日（火） 

場所：第１委員会室    

１ 開会 

 

２ 座長挨拶 

 

３ 執行機関挨拶 

 

４ 説明及び質疑 

(１) いいだ未来デザイン 2028中期計画４年間の評価について 

 実施状況の概要［2021（令和３）年度～2024（令和６）年度］ 
 

基本目標９ 20地区が輝く活き活きとした地域づくりを地域主体に進める 65Ｐ 13時～ 

基本目標10 個性を尊重し、多様な価値観を認め合い、活動の場を広げる 70Ｐ 14時～ 

基本目標11 地球環境への配慮が当たり前の暮らしとまちづくりの推進 74Ｐ 15時～ 

 

５ 今後の日程（予定）について 

ステップ２：「個々の議員による評価」提出期限 ７月 29日(火) 

ステップ３：「分科会による意見集約」 ８月 ５日(火)、６日(水) 

 

 

 

６ 閉会 
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2025（令和７）年度「議会による行政評価」評価の視点 

 

１ 評価の検証の視点 

(1) 「いいだ未来デザイン2028」中期計画４年間（R3～R6）の評価の検証 

① 昨年度は、中期計画４年間の内の３年間を評価したが、令和６年度を加えた４年

間の評価を検証する。 

② 進捗状況確認指標や重点業績評価指標（KPI）については、質疑しない。 

(2) 次期計画（後期計画４年間）に向けて評価した内容の検証 

① 昨年度実施した行政評価の「後期計画へ向けた提言」における執行機関からの回

答を各分科会で確認し、新たな視点があれば記載する。 

２ 合同審査の評価の視点 

(1) 複数の分科会に関連する中期計画の基本目標については、該当する分科会間で事

前に調整した上で、主たる所管の分科会で意見を取りまとめる。 

３ 後期計画における戦略バスケットへの対応した分科会審査の視点 

(1) 後期基本計画は、中期基本計画に比べ、戦略バスケット方式iがより濃くなってい

ることから、各分科会のまとめにおいて、担当する基本目標以外の記載がある場合

は、政策会議の場で調整する。 

 

i ※戦略バスケット方式とは…４年間の取組の方向性（目標）の実現に向けた事務事業を立案し、目標

ごとに関係する戦略のカゴ（バスケット）に集め戦略計画を策定する。目標達成のための効果的な戦

略を組み直せるよう戦略計画は毎年見直しを行う。 

                         


